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て

い

る
。

驚
く
べ

き
こ

と

で

は

な
か

ろ

う
か

。

本
人

に

知
ら
せ

た

い

と

い

う
強
い

思
い

か
ら

、

い

な
い

。

仏
教
の

も
つ

可

能
性
を
日

本
書
は

執
筆
さ
れ

た
に
違

秋
山

　
学
著

『

ハ

ン

ガ

リ

ー

の

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト
リ
ッ

ク

教
会

　

　
　

　

伝
承
と

展
望

　
』

菊
判

　

創
文
社
　
二

〇
一

〇

年
八

月
三
一

円

刊

騒
匿

≦

＋

七
〇
二

頁

　
．

二

〇
〇
〇

円
＋

税
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著
者、

秋
山

学
氏
は

西

洋
占
典
学、

地
中

海
学

、

教
父

学
を

専
門
と

す

る

気
鋭
の

研

究
者
で
、

本
書
は
．
．

○
〇
一

年
に

刊
行
さ

れ
た

学
位
論
文

『

教
父
と

古
典
解
釈

ー
予
型
論
の

射
程
」

（
創
文
社
）

以

後
に

発
表
さ
れ

た
ビ

ザ
ン

テ

ィ

ン

典
礼
学、

教
父

学、

西
洋
古
典
学

、

仏
教
・

神
道
を
比

較
項
と

す
る

東

方
キ

リ

ス

ト
教
と
の

比

較
宗
教
学
等

、

広
範
か
つ

エ

ネ
ル

ギ
ッ

シ
ュ

な
研

究
活
動
の

成
果
を
ま

と
め

た
も
の

で

あ
る

。

全
七

〇
二

頁

に

及
ぶ

大
著
で

あ
る

と
い

う
こ

と
に

加
え
て
、

そ

の

内
容
の

精
緻
さ、

重

厚
さ
、

幅
広
さ．

知

見
の

深
さ
に

圧

倒
さ
れ
る

ば

か

り
で

あ
る

。

　

本
書
は
、

書

名
「

ハ

ン

ガ

リ

ー

の

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト
リ
ッ

ク

教
会
」

が

端
的
に

示
す
よ

う
に

、

こ

れ

ま
で

我
が

国
で

は
ま
っ

た

く

知
ら
れ

る
こ

と

の

な
か

っ

た

ハ

ン

ガ

リ

ー

に

お
け
る

ビ

ザ
ン

テ

ィ

ン

典
礼
に

従
う
カ

ト
リ

ッ

ク

教
会
の

歴
史
と
現

況
を

紹
介
し

、

同
教
会
に

見
ら
れ

る

典
礼
の

神
学

を
異

教
文
献
研
究
へ

の

新
た

な
「

光
源
」

と

し
、

古
典
文
献
学

、

古
代
学

さ
ら
に

は

東
洋
思
想
を

「

予
型
論
」

と
い

う
著

者
が

持
ち

続
け
て

い

る

独

特
な

解
釈
学
的
視
座
か
ら

捉
え
な
お
し
て

み

る
、

と
い

う
ま
こ

と

に

大
胆

か

つ

壮
大
な

試
み

を
実

現
さ

せ
た

画
期

的
研
究
で

あ
る

。

ま

ず
、

目

次
を
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紹
介
し

た
い
。

第
−

編

　
伝
承
　
ハ

ン

ガ

リ

ー

の

ギ

リ

シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク

教
会
総
説

第
−

部
　
教
会

史
と

教
会
法

　
第
−

章

　
伝

承
と

国
際
性

　
　

　

　
　

　
　

　
ハ

ン

ガ

リ

ー

の

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト

リ
ッ

ク

教
会

　
第
2
章
　
ス

ロ

ヴ

ァ

キ

ア

の

春
　
　
「

東
方
教
会
法

典
』

の

規
定
と

現

　
　

　

　
　
　

代
の

「

殉
教
者
」

た
ち

　
第
3
章

　
聖
バ

ジ

リ
オ

修
道

会
の

形
成
と

展
開

　
　

　

　
　

i
ハ

ン

ガ

リ

ー

の

場
合
を
中
心
に

　
第
4
章

　
東

方
カ

ノ

ン

法
の

世

界
ヘ

　
　

　

　
　

　
　
　

ク
ラ

ク

フ

か

ら
の

法
比

較
論
的
断
想

　
第
5
章

　
『

東
方
教

会
法
典
』

の

神
学

　
　

　

　
　

　
　

　
「

十
字
架
上
の

聖

体
」

の

内
的
構
造

　
補
論
−

　
中
欧

概
観

　

旅
の

記
録

第
2
部

　
典
礼
と

神
学

　
第
6
章

　
ビ

ザ
ン

テ

ィ

ン

典

礼
に

よ

る

聖

体
祭
儀
の

神
学

　
　

　

　
　

　
　

聖
バ

ジ

ル

典
礼
を
テ

キ

ス

ト

に

　
第
7
章

　
「

テ

ユ

ピ
コ

ン
」

を
め

ぐ
る
神

学

　
　

　

　
　

　
　

修
道
院
典
礼
か
ら
司
教

区
の

典
礼
へ

　
第
8
章

　
「

聖
週
間
」

か
ら

「

光
の

週
］

へ

　
　

　

　
　

ー
朝
課
の

構
造
と

「

パ

ラ

ク

リ

ス
」

の

意

義

　
補
論
2
　
欧

米
文

化
研
究
に

お
け
る
ハ

ン

ガ

リ

ー

語
の

意

義

　
　

　

　
　

　
　

語
順
を

中
心
に

第
且

編

　
展

望
　
古
典
古
代

学
に

向
け
て

第
3
部
　
文

献
学
・

古

代
学
・

教
父
学

　

第
9
章
　
ビ
ザ

ン

テ

イ

ン

世
界
に

お

け
る

「

知
」

の

共
同
体
的
構
造

　

　

　
　

　
　

　
　

写
本
伝

承
活
動
と

宇
宙

論
的
典
礼
を
基

点
に

　

第
10
章

　
マ

ー

チ

ャ

ー

シ
ュ

王

と

コ

ル

ヴ

ィ

ナ

文
庫

　

　

　
　

　
　

　
　
15
世
紀
ハ

ン

ガ

リ
ー

の

栄
華

　

第
11
章

　
ヘ

ロ

ド

ト

ス

の

「

父

性
」

　

　

　
　

　
　

　
　
「

東
方

予
型

論
」

に
向
け
て

第
12
章

第
13
章

　

第
14
章

　

第
15
章

第
4
部

　

第
16
章

ヘ

ロ

ド

ト

ス

の

射
程

　
　
普
遍
史
・

他
者
性
・

予
型

論

モ

プ
ス

エ

ス

テ

ィ

ア

の

テ

オ
ド

ロ

ス

に

お

け

る

予
型

論
の

射

　
程

　

　
典
礼
と
聖

書
解
釈
の

接
点

ア

レ

ク

サ

ン

ド

リ

ア

の

ク

レ

メ

ン

ス

に

お
け
る

「

訓
導
者
」

ア

レ

ク

サ

ン

ド
リ

ア

の

ク

レ

メ

ン

ス

に

お

け
る

「

覚
智
者
」

　

　
　
東
方
予
型

論

　

　
　

　
「

即
身
成
仏
」

と

「

神
化
」

　

　
　

　
　

　

東

方
キ

リ
ス

ト

教

神
学
か
ら

見
た

密

教
思
想

第
17
章
　
「

三

密
」

と

「 ．．一

位
一

体
」

　
　

密
教
と

ビ

ザ
ン

ツ

神
学
に

　

　
　

　
　
お
け
る

コ

言

葉
」

の

位

置
と

意
義

第
18
章
　
「

般

若
」

と

「

認
識
」

　
　

菩
薩
行
と

東
方
教
会
神
学

第
19
章
　
慈
雲

『

南

海
寄
帰
内
法
伝

解
纜

鈔
』

の

現
代
的
意

義

　

　
　

　
　

　
　
「

動
詞
語
根
か

ら
の

古

典
古
代
学
」

に

向
け
て

第
20
章

慈
雲
と
華

厳
思

想

　

　
　

　
　

　
　
「

古
典

古
代
学
基
礎
論
」

の

た
め

に

結
章

　
戒
体
と

聖
体

　
　
旧

約
と

し
て

の

仏
教
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こ

の

目

次
を
一

瞥
し

た

者
は

誰
し
も

本
害
の

書
名
を

再
度
確
認
し
よ

う

と
す
る

で

あ
ろ

う
。

確
か

に

前
半
部
の

第
−

編
「

伝
承
　
ハ

ン

ガ

リ

ー

の

ギ

リ

シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク

教
会
総
説
」

は

書
名
が

示
す
通
り
の

内
容
と

な

っ

て

い

る

と
予

想
さ

せ

る

が
、

第
H
編
の

各
章
の

表
題
を

見
れ
ば、

第
10

章
に

「

ハ

ン

ガ

リ

ー
」

と
い

う．
言

葉
を

見
出
す
以

外
、

ど
の

章
も

本
書
書

名
と
の

関
連
を

予
想
さ

せ

る

表
題
で

は
な
い

。

こ

の

点
に

つ

い

て

は

確
か

に

議

論
を

要
す
る

の

で
、

後
ほ

ど

詳
し

く
扱
う
こ

と
に

し

て
、

こ

こ

で

は

本
書
全

体
の

概

要
を

示
し

た
い

。

　

ま

ず、

本
書
が
扱
っ

て

い

る

「

ギ
リ
シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク

教
会
」

と
い

う
あ
ま
り

聞
き
慣
れ
な
い

言
葉
に

つ

い

て

押
さ

え
て

お

き
た
い

．

著
者
自

身
も

第
−

章
の

冒
頭

部
分
で
、

詳
し
く

解
説
し

て

く
れ
て

い

る
（
一

〇

1

一

八

頁）
。

た
だ
、

キ

リ
ス

ト

教
に

馴
染
み

の

な
い

方
々

の

た
め

に
、

著

者
の

解
説

を
補
っ

て

お

き
た
い

。

キ
リ
ス

ト

教
は

「

西

方
キ

リ
ス

ト

教
」

と

「

東
方
キ

リ

ス

ト
教
」

に

大
別
さ
れ

る
が

、

東
方
キ
リ

ス

ト
教
は

、

さ

ら
に
カ

ル

ケ
ド

ン

派
教
会
と

非
カ

ル

ケ
ド
ン

派
教
会
に

分
か
れ

て

お

り、

通
常
「

配

教
」

と

呼
ば

れ
て

い

る

の

は

カ
ル

ケ

ド
ン

派
の

東
方
キ

リ

ス

ト

教
で

あ
り、

「

ギ
リ

シ

ア

正
教
」

ま
た
は

「

東

方
正

教
会
」

と

も

称
さ
れ

る
。

非
カ

ル

ケ

ド

ン

派
に

は
ネ
ス

ト
リ
オ
ス

派
教
会
と

単
性
論
派
の

諸

教

会
が

属
し
、

便
宜

上
「

東
方
諸
教
会
」

と

呼
ば

れ
る

。

東
方
正
教
会
は
ビ

ザ
ン

テ

ィ

ン

典
礼
を

奉
じ
て

お

り、

ロ

シ

ア

正

教
会

、

セ

ル

ビ

ア

正

教
会

な
ど
、

一

力

国
な
い

し
一

民

族
に
「

つ

の

教

会
組
織
を

具
え

る
こ

と
が

原

則
と

な
っ

て

い

る
。

こ

の

東

方
正

教
会
と

西

方
ラ

テ

ン

教

会
は
、

教
会

管

轄
領
を

め

ぐ
る

摩

擦、

慣
行
の

違
い
、

教
皇
の

首
位
権
主

張
等
が
問
題
と

な
っ

て
、

た

び
た
び

緊
張
関

係
に

陥
っ

た
が

、

一

〇
五

四

年、

事
実
上
の

東
西
教
会

分
裂
に

至
っ

た
。

し

か

し、

西
方

教
会
側
は

合
同
を
積
極
的
に

推
進
す
る

姿
勢
を

見
せ
、

い

く
つ

か

の

教
会

合
同
会
議
が

開
催
さ
れ
た
。

そ

の

結
果、

東
方
正

教
会
の
一

部
が
、

従
来
の

ビ

ザ
ン

テ

ィ

ン

典

礼
と

教

会
慣
行
を

保
持

し
た

ま

ま
ロ

ー

マ

教
皇
の

権
威
と
カ

ト

リ
ッ

ク
教

会
の

教

義
を

み
と

め

る

と
い

う
形
で

カ

ト

リ
ッ

ク

と

合
同
し
た

。

こ

れ
を

「

ギ

リ

シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク
」

と

称
す
る

。

な
お

、

東
方
諸

教
会
の

中
に

も
カ

ト

リ

ッ

ク
と

合
同

し
た

教
会
が

あ
る

。

カ

ト
リ

ッ

ク

と

合
同
し
た

東
方
正
教

会
お
よ

び

東
方

諸
教
会
を

「

束
方
典
礼
カ

ト
リ

ッ

ク
」

と

総
称
す
る

こ

と

も

あ
る

。

　

本
書
は
、

一

九
二

〇

年
以

前
の

オ

ー

ス

ト
リ

ア
・

ハ

ン

ガ

リ
ー

二

重
君

主

国
体
制
下
の

旧
ハ

ン

ガ

リ

ー

王

国
時
代
か
ら

現
ハ

ン

ガ

リ
ー

に

至
る

ま

で

の

国
内
の

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト

リ

ッ

ク

共
同

体
に

焦

点
を
当
て

て

い

る
。

　

本
書
前
半
部
に

相
当
す
る

第
−

編
（
第
118

章
＋

補
論
1
と
2
）

の

表
題
は
「

伝
承
」

、

副
題
と

し
て

「

ハ

ン

ガ

リ
ー

の

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク

教
会
総
説
」

が

付
さ
れ
て

い

る
。

本
編
の

第
−

部
「

教
会
史
と

教
会

法
」

（
第
l15

章）

で

は
、

ハ

ン

ガ

リ

ー

お
よ

び

中
・

東
欧
の

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク

教

会
が

置
か
れ
て

い

る
歴

史
的
背
景
・

教

会
法
的
基
礎

が

解
説
さ
れ

て

い

る
。

第
1
章
は

第
1
編
全

体
の

序
章
に

当
た

り、

ハ

ン

ガ

リ
ー

に
お

け
る

ギ
リ

シ

ア
・

カ

ト

リ
ッ

ク

の

教
会

組
織
の

起
源
・

沿

革
・

現
況
に

つ

い

て

概
説
さ
れ

て

い

る
。

第
2
章
は
、

も
と

も
と

旧
ハ

ン

ガ

リ
ー

領
に

属
し

た

こ

と

も
あ
り
、

そ
の

文
化
を

継
承
し
て

い

る

ス

ロ

ヴ

ァ

キ

ア

の

ギ

リ

シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク

の

現
況
に

つ

い

て

論
じ

て

い

る
。

第

3
章
は
、

ハ

ン

ガ

リ

ー

の

ギ

リ

シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク

に

お
い

て

知
的、

教

育
的

側
面
で

大
い

に

頁
献
し
た
聖
バ

ジ

リ
オ

修
道
会
に

関

す
る

紹
介
で

あ

る
。

第
4
章
お
よ

び

第
5
章
は
一

九
九

〇

年
教
皇
ヨ

ハ

ネ
・

パ

ウ
ロ
、

一

世

に

よ

っ

て

発

布
さ
れ

た

東
方
典

礼
カ

ト
リ

ッ

ク

教
会
の

た

め
の

教
会
法
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典
『
東
方
教

会
法

典
』

（
Oo

亀
o
×

O
き
o
口

ロ

ヨ

国
o
∩一
〇

ω

冨

二】
臼

O
ユ
o
コ
冖

 

巨
日）

を
め

ぐ
る

論

考
で

あ
る

。

こ

の

う

ち、

第
4
章
は
、

同

教
皇
に

よ
っ

て
一

九
八

三

年
に

発
布
さ
れ

た
ロ

ー

マ

典
礼
教
会
の

た
め

の

新
教
会

法

典
（

Oo
α
 

区

一

貫
δ

O
穹
o

巳
o
巴

と

比

較

し
て
、

両

法
典
の

性

格
・

法
史
的
背

景
・

神
学
的
意
義
を
論
じ
て

い

る
。

続
く
第
5
章
に

お

い

て
、

『

東

方
教
会

法
典
』

の

主

要
部
分
が

訳
出、

紹
介
さ

れ

て

い

る
。

著

者
は、

ギ
リ

シ

ア
・

カ

ト

リ

ッ

ク

の

特
質
を

「

十

字
架
」
L

の

聖
体
論
」

と
い

う．
冒

葉
で

集
約
し
て

お

り、

こ

の

法
典
も

「

こ

の

ト

字
架
ヒ

に
刻
ま
れ

る

キ

リ

ス

ト

の

A

か
ら

だ
〉

を

構
成

す
る

共
同
体
の

内
的

構
造
と
、

そ
の

外
界
と

の

接
触
の

あ
り
方
を

規

定
し
た

文
書
」

（
九．
頁
）

と

し
て

扱
っ

た

と

述
べ

て

い

る
。

　

第
−

編
の

第
2
部
（
第
6
−
8
章
）

は
、

ハ

ン

ガ

リ

ー

の

ギ
リ

シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク

に

お

け
る

典
礼
文
の

翻
訳
お

よ

び

典

礼
神
学
に

関
す
る
研
究

で

あ
る

。

著
者
は

二

〇

〇

四

年
か
ら

二

〇

〇

八

年
に

か

け
て
、

同
国
の

ギ

リ

シ

ア
・

カ

ト

リ

ッ

ク

に

属
す
る

教

会
や

修
道
院
に

お
い

て

ビ
ザ

ン

テ

ィ

ン

典
礼
を

体
験
し
、

そ
の

典
礼
体
験
に

鼓
舞
さ
れ

つ

つ

、

ビ

ザ
ン

テ

イ

ン

典
礼

祈
禧
文
の

訳
出
・

分
析
・

考
察
を

試
み
て

い

る
。

第
6
章
は
、

「

聖

バ

ジ
ル

典

礼
」

の

典

礼
式
次

第
「

リ
ト
ゥ

ル

ギ
コ

ン
」

〔
二

〇

〇
六

年
一

月
．

凵
用）

お
よ

び
ク

リ
ュ

ソ

ス

ト
モ

ス

典
礼
の

司
祭
黙
唱

部
に

お

け
る

聖
バ

ジ

ル

典
礼
と

異
な

る
部
分
の

翻
訳
で

あ
る

。

こ

の

典
礼

文
の

解
説
の

中
で
、

著
者
は
、

両
典

礼
の

ア

ナ

フ

ォ

ラ

部
に

お

け
る
、

司

祭
が

両
腕
を

十
字
に

交
差
さ
せ

聖
パ

ン

と

聖
杯
の

奉
献
物
を

捧
げ
る

動
作
に

ヒ

ン

ト

を

得
て
、

ギ
リ

シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク

の

神
学
の

頂
点
を

「

十
字
架
上
の

聖

体

論
」

で

あ
る

と
主

張
す
る
。

第
7
章
は
、

ビ

ザ
ン

テ

ィ

ン

典
礼
を
挙

行
す

る

た

め

の

式

次
第
書
「

テ
ユ

ピ

コ

ン
」

の

翻
訳
と
そ
の

解
説
か
ら
な
る

。

第
8
章
は、

二

〇

〇
七

年
と、
一
〇

〇

八

年
の

二

年
問
に

わ

た
っ

て

著
者
が

行
っ

た

復
活

祭
前
の

受
難
週

間
と

復
活
祭
後
の

「

光
の

週
」

に

お

け
る
典

礼
の

録
音
資

料
を

基
に

行
っ

た
論

考
で

あ
る

。

　

本
書
後
半

部
で

あ
る

第
H
編
（
第
9120

章
＋

結
章）

の

表
題
は

「

展

望
」 、

副
題
と

し
て

「

古
典

古
代
学
に

向
け
て
」

が

付
さ

れ
て

い

る
。

先

に

も

指
摘
し
た
よ

う
に
、

本
編
は

直
接

的
に

書
名
に

即
し

た

内
容
と
は

な

っ

て

い

な
い

。

著

者
は
、

こ

の

部
の

執

筆
の

背
景
に、

前
掲
の

旧
著

『

教

父
と

古
典
解
釈
　
　
予

型
論
の

射
程
』

か
ら

の

経
緯
が
あ
る

と

し
て、

次

の

よ

う
に

説
明
し
て

い

る
。

す
な
わ

ち、

著

者
は

学
生
時

代
か
ら

ギ

リ

シ

ア

語
・

ラ

テ

ン

語
の

西

洋
占

典
文
献
を

文
献
学
・

伝
承
史

学
的
観
点
か
ら

研
究
し
て

き
た

が、

そ
こ

か
ら
、

理

論
的
神

学
の

確
立
と

共
に
、

異
教
占

典
文
化
を

受
容
し
て

き
た

ギ
リ

シ

ア

教
父

た
ち
の

貢
献
に

注
目
し

始
め
、

そ

う
し
た
「

教
父

的
視
座

を
光

源
と

し、

こ

れ
に

基
づ

い

て

対

象
と
な

る

古
典
文
献
を

解
釈
す
る
試
み、

す
な
わ
ち

『
予
型

論
」

の

試
み
」

○

皿

頁）

の

結
実
が
旧

著
で

あ
っ

た

と

い

う
。

そ
の

後、

著
者
は

前
掲
の

「

光

源
」

を

現
代
世
界
に

探
し
求
め

た

結
果、

ギ
リ

シ

ア
・

力

ト

リ

ッ

ク

に

行
き

着

い

た

と
い

う
。

そ
れ

は
「

ギ

リ
シ

ア

教
父

た

ち
の

視

座
を

究
め

る
た

め

に、

そ
の

現

代
に

お

け
る

継
承
者
を

探
そ

う
と

し
た

場
合
」

（
k
頁
）

、

東

西

教
会
分
裂
（

一

〇

五

四

年）

以

降
の

正

教
会
は
、

「

キ
リ
ス

ト
の

体
と

し
て

の

教
会
の
一

致
」

と
い

う

点
で

ギ
リ
シ

ア

教
父

と
一

線
を

画
す
が

、

分
裂
以

前
の

あ
り

方
に

回

帰
し

よ

う
と
す
る

姿
勢
に

貫
か
れ

て

い

る

ギ

リ

シ

ア
・

カ

ト

リ

ッ

ク

は
ギ
リ

シ

ア

教
父
た
ち
の

継
承
者
と

し
て

ふ

さ

わ

し

く、

ま
た

実
際、

こ

の

教
会
の

自
己

認
識
の
一

つ

と

も
な
っ

て

い

る

か
ら

で

あ
る
、

と

論
じ

て

い

る
。

よ

う
す
る

に
、

第
−

編
で

取
り
上

げ
ら
れ
る

（
ギ

リ
シ

ア
・

カ
ト

リ
ッ

ク

と
は

無
縁
の
）

様
々

な
東

西
文
化

圏
の

古

典

（791）169
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的
諸

文
献
を
「

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト

リ
ッ

ク
」

と
い

う
「

光
源
」

か

ら
の

照

ら
し
の

も
と

に

解
釈
を

試
み
て

い

る

わ

け
で

あ
る

。

だ

か
ら
こ

そ、

第
H

編
は

、

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト
リ
ッ

ク

を
起
点
と

す
る

「

展
望
」

と
い

う

表
題

で

ま
と

め

る

こ

と

が
で

き
る
の

で

あ
る

、

評

者
は
、

木
編
を

内
容
的
に

前

編
で

浮
き

彫
り
に

さ
れ

た
神

学
に

鼓
舞
さ
れ
た

東
西
比

較
思

想
研
究
と
し

て

位

置
づ

け
ら

れ

る

と

考
え
て

お

り、

そ

う
い

う
意
味
で
一

貫
し
て

い

る

と

理

解
し
て

い

る

の

だ

が、

後
述
の

よ

う
に

、

こ

の

点
に

つ

い

て

は
、

問

題
と

し
て

指
摘
し

た

い
。

　

こ

の

第
H
編
も
二

部
に
分
か

れ
、

第
3
部
と

第
4
部
か
ら

な
る
。

第
3

部
は

「

文
献
学
・

古
代

学
・

教
父

学
」

（
第
9115

章
）

と

い

う
表
題
の

下
に、

著

者
は

、

ダ

マ

ス

コ

の

ヨ

ハ

ネ
（
六
七
六

−
七

八
〇

年
）

の

主
要

作
晶
『

知

識
の

泉
』

の

写
本
伝
承
の

仕
方
に

「

復
活
の

生

命
に

よ

る
古
典

の

賦
活
化
」

（

三

七

三

頁
）

が

見
ら
れ
る

と

論
じ
（
第
9
章
）

、

一

五

世

紀

ハ

ン

ガ

リ
ー

の

名

君
マ

ー

チ

ャ

ー

シ
ュ

王

の

「

コ

ル

ヴ
ィ

ナ

文
庫
」

の

蔵

書
蒐
集
方
針
に

見
ら
れ

る

東
西
教

会
の

神
学
観
や

王

自
身
の

出

白
と

絡
む

問
題
を

扱
い

〔
第
10
章
）

、

さ

ら
に

東
方

学
全

体
に

と
っ

て

の

「

父
」

と

し

て

の

ヘ

ロ

ド
ト

ス

の

意
義
を

問

う
て

い

る

（

第
11
お
よ

び

12
章）

。

第

13
章
か

ら
は

教
父

学
分

野
の

研
究
に

当
て

ら

れ
て

い

る
。

著
者
は

、

ま
ず

四
・

五

世
紀
の

頃
の

ア

ン

テ

ィ

オ
キ

ア

典
礼
を

伝
え
る

モ

プ
ス

エ

ス

テ

ィ

ァ

の

テ

オ
ド

ロ

ス

（
三

五

〇

ー
四
二

八

年）

の

『

教
理
講
話
』

に

お
け
る

典

礼
神
学
の

精

神
性
と
歴

史
的

聖
書
解
釈
の

関

係
を
論
じ

（

第
13
章）
、

次
い

で

ア

レ

ク
サ

ン

ド

リ
ア

の

ク

レ

メ

ン

ス

2
五

〇

1
二
一

五

年
）

の

主

著
「

パ

イ

ダ
ゴ

！

ゴ

ス
』

と

『

ス

ト
ロ

マ

テ

イ
ス

」

の

見
ら
れ
る

ク
レ

メ

ン

ス

の

普
遍
主

義
的

精
神
の

あ
り

方
を

明
ら
か
に

し
て

い

る

（
第
14
、

第
15
章）

。

　

第
且
編
の

第
4
部
は

「

東

方
予
型

論
」

（

第
16120

章
）

と
い

う
表
題

の

下
に
、

著
者
は
、

キ

リ
ス

ト
教
と
日

本
の

代
表
的
宀

示

教
思
想
の

比

較
を

試
み

て

い

る
。

ま
ず

前
半
三

章
（
第
16
−
18
章
）

で

は
、

キ

リ
ス

ト

教
の

思

想
要
素
で

あ
る

「

神

化
」

「

三

位
一

体
」

「

（
真
理
の
）

認
識
」

に

類
型

的
に

対
応

す
る

と

著
者
が
判

断

し
た

仏
教

側
の

思

想
要

素、

す

な
わ

ち

「

即

身
成
仏
」

「

三

密
」

「

般
若
」

を

そ
れ

ぞ
れ

対
照
さ
せ
て

考
察
し
て

い

る
。

ま

ず
、

密
教
に

お

け
る

三
密

行
に

励
む
こ

と
で

大
口

如
来
と
一

致
す

る
と

唱
え
た

空
海
の

即
身
成
仏
論
と
ギ

リ
シ

ア

教
父

、

と

く
に

証
聖

者
マ

ク

シ

モ

ス

（

五
八

〇
ー

六

六

二

年
）

の

神
化
思

想
を
比

較
し、

両

思
想
が

「

宇

宙
的

次
元

に
お

い

て

そ

の

実
現
を

み

る

と
い

う
共
通

性
」

（
五

二
二

頁
）

を
も
っ

て

い

る
、

と

著

者
は

述
べ

る

（
第
16
章
）

。

そ
し
て
、

こ

こ

で

言

及
さ
れ

た
「

三

密
」

の

身、

口、

意
の

中

の

第
二

の

位
置
に

あ

る

「

口
」

が

陀
羅
尼
を

唱
え
る

、

つ

ま

り

］

言

葉
」

の

行
で

あ
る
と
い

う
こ

と

と
、

三

位
一

体
の

第
二

位
格
で

あ

る
「

子
」

が

御
父
の

「

御
言
葉
」

（
ロ

ゴ

ス
）

で

あ
る

と
い

う
神
学
と

類
似

関
係
に

あ
る
と

説
く
（
第
17
章）

。

そ
の

次
の

第
18
章
で、

著
者
は
、

ギ
リ

シ

ア

語
の

ゆQ
口
O
匹
ω

＼

8
置
ロ
O
ω

尻

（
覚
智
・

認

識
）

と

梵
語
の

O
話
冒
鋤

（
般

若
）

の

語
源

学
的
共
通

性
の

検

証
か
ら

出
発
し
、

六

波
羅
蜜
多
の

最
高
次
に

置
か

れ

る
◎

轟
嘗
鋤

と
ア

レ

ク

サ
ン

ド
リ

ア

の

ク

レ

メ

ン

ス

に

お
け
る

神
認
識
の

最
高
次
の

境
位
を

表

す
ゆ∋
口

窮
尻

の

比

較
お
よ

び
O

蕁」

鼠
と

「

華
厳
経
』

に

お

け
る

「

世
俗

知
」

を
意
味

す
る

旨

習
帥

「

智
」

と
の

二

元

性
と

類
比
的
に

対
応

す
る

東

方
教

会
に

お

け
る

修
道
司

祭
と

教

区
司
祭
の

機

能
に

つ

い

て

論

じ
て

い

る
。

第
4
部

後
半
の

二

章
（
第
19120

章
）

は、

江

戸
時
代
の

悉
曇
学
者

慈
雲
尊
者
飲

光
（
、

七
一

八

−
一

八
〇
四

年）

に

関

す
る

論
考
で

あ
る

。

慈
雲
に

注
目

し
た

の

は
、

著
者
に

よ
れ
ば

西
欧
に

先
ん

じ

て

梵
語
学
の

新

170（792）
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境
地
を
切

り
拓
い

た

同
人
物
が
「

古
典
古
代
学
」

の

先

駆
者
だ
か

ら
、

と

さ
れ
て

い

る
。

第
19
章
で

は
、

義
浄
（
六

三

五

ー
七
一
．．一

年
）

の

『

南
海

寄
帰
内
法

伝
』

の

最
初
の

注
釈
書
と
さ
れ

る

慈
雲
の

『
解
纜

鈔
」

か
ら
西

洋
古
典
言

語
学
へ

の

展
望
に

つ

い

て

論
じ

ら

れ
、

第
20
章
で

、

「

華

厳
経
』

の

世
界
観
を
も
と

に

神
道
思
想
を
覯
き

明
か

そ
う
と

し
て

慈
雲
が

打
ち
立

て

た

雲
伝
思
想
を
紹

介
し
、

そ
れ

と

ア

レ

ク

サ

ン

ド
リ
ア

の

ク

レ

メ

ン

ス

の

思

想
と
の

比
較
も

試
み

て

い

る
。

　

以
上
、

本
書
の

内

容
に

つ

い

て

概
括
的
に

紹
介
し
て

き
た

が
、

本
書
を

高
く
評
価
す
べ

き
点
と

し

て
、

我
が
国
で

は
全

く
知
ら

れ
て

い

な
い

ギ

リ

シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク
の・
実

態
が

本
書
に

よ

っ

て

初
め

て

明
ら

か

に
さ
れ
た

と
い

う

事
実
自
体
が

第
．

に

挙
げ
ら

れ
な

け
れ
ば

な
ら

な
い

。

「

合
同
教

会
」

と

聞
く
と
、

正

教
会
か
ら

は

「

裏
切
者
」

と
し

て
、

カ

ト

リ
ッ

ク

か

ら
は

「

よ

そ
者
」

と

し
て

マ

イ
ナ

ス

の

イ

メ

ー

ジ

に

捉
え
ら

れ

が
ち
で

あ

る
が、

本

書
で

論

じ
ら

れ
る
ハ

ン

ガ

リ

ー

の

ギ
リ
シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク

の

歴
史
と

現

状
を

知
る
と
、

評

者
自

身
が

抱
い

て

い

た
そ

う
し

た

暗
い

イ
メ

ー

ジ

は

見

事
に

払

し
ょ

く
さ
れ
た
。

本
書
を

通
じ
て

、

こ

の

教
会
に、

苦

難
を
乗
り
越
え
て

き
た

た
く
ま
し
さ

と
生

き
牛

き
と

し
た

信
仰
牛

活
を
実

践
す
る

姿
を
見
出

す
こ

と
が
で

き
た
こ

と

に

ま
ず
感
謝
し
た
い

。

　

さ
ら

に

本
書
の

後
半
部
で

展
開
さ

れ
て

い

る

文
化
・

宗
教
思

想
の

大
胆

な
東
西
比
較
の

試
み

も

特
筆
に

値
す
る
。

東
方
キ

リ

ス

ト
教
が
魅

力
的
な

の

は
、

ま
き

に

そ
の

「

東
方
性
」

に

あ
る

。

そ

れ

は

単
に

地
理
的
な

意
味

だ

け
で

は

な

い
。

漠
然
と

し

た．
言

い

方
し

か
で

き
な
い

が、

そ
の

発
想
法

な
い

し

物
事
の

捉
え
方
が
、

我
々

東
洋
人
の

感
性
に

響
く
性
格
を

有
し
て

い

る

か
ら

で

あ
る

。

だ
が
、

そ
の

「

東
方
性
」

を

学
問
的
に

概
念

化
す
る

の

は
難

し
い
。

し
か
し、

著
者
の

秋
山
氏
は
、

こ

れ

に

「

東
方
予
型

論
」

と
い

う
氏
の

独
自

な
力

法

論
を

川
い

て

果

敢
に

挑
戦
し

て

い

る

の

で

あ

る
．

「

東
方
キ

リ
ス

ト
教

神
学
か
ら

見
た

密
教
思
想
」

（
第
16
章
）

、

「

密
教

と
ビ

ザ
ン

ツ

神
学
に

お

け
る

「

言
葉
』

の

位

置
と

意
義
」

（

第
17
章）
、

「

菩
薩

行
と

東
方
教
会

神
学
」

〔
第
18
章）

と

い

う
各
章
に

付
さ
れ

た

何
と

も

刺
激
的
な
副
題
が
、

そ
れ

を
物

語
る

。

さ
ら

に
、

第
20
章
で

は
、

ギ

リ

シ

ア

哲
学
を
福
音
の

「

前
競
技
」

な
い

し
「

前
秘

儀
」

と

し
て

捉
え
る

ク

レ

メ

ン

ス

の

考
え

方
に

「

初
発
心
の

う
ち
に

す
で

に

正
し

き
悟
り
・

完
全

な

覚
り
が
あ
る
」

と
す
る

「

華
厳
思

想
」

と

の

通
底
性
を

見
出
し
た

著
者

の

卓
見
に

も
驚
か
さ
れ
る

。

キ

リ
ス

ト

教、

と

り
わ

け

東
方
キ

リ
ス

ト
教

思
想
へ

の

透
徹
し
た
洞

察
力
は

い

う
ま
で

も
な

く、

こ

う
し
た

複
雑
広
範

な
仏

教
思
想
に
対
す
る

深
い

理
解
〔
つ

い

で

に

ギ

リ

シ

ア

語
の

知
識
は
当

然
と
し
て
、

サ

ン

ス

ク

リ

ッ

ト

の

仏
教

経
典
や

そ
の

漢
訳

本
の

読
解
力
も

加
え
て）

を

供
え
た

者
に

し
か

な
し

え
な
い

仕

事
で

あ
る

。

　

以
上
の

よ

う
な
「

東
方
予
型

論
」

と
し

て

の

東
西
比
較
研

究
は
、

そ
れ

自
体
と

し
て

興
味
深
い

し
、

ヘ

シ
ュ

カ

ズ
ム

と

東
ん
諸
宗
教
の

神
秘
思
想

と
の

比
較
に

足
を

突
っ

込
ん

だ

評
者
と
し

て

も
大
い

に

鼓
舞
さ
れ

、

参
考

に

な
っ

た
。

し

か
し
、

や
は

り
ど

う
し

て

も

気
に

な

る

の

は
、

本
書
を

「

ハ

ン

ガ

リ

ー

の

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト

リ
ッ

ク

教
会
」

と

い

う
書

名
で
一

括

り
に

し
て

し
ま
つ

た

と
い

う
こ

と
で

あ
る
。

も
ち
ろ

ん
、

第
−

編
の

ギ
リ

シ

ア
・

カ

ト

リ
ッ

ク

に

焦

点
を

当
て

た

議

論
と

第
H
編
の

「

東
方

予
型

論
」

に

は
、

内
的
な
一

貫

性
が

あ
る

こ

と
は

評
者
自
身
も

指
摘
し
た

と

お

り
で

あ
る

が、

そ
れ

は

百
パ

ー

セ

ン

ト
納

得
の

上
で

の

こ

と
で

は

な
い

。

と
く
に
、

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク

が
東

西
教

会
分
裂
以
前
の

あ
り
方
に

回

帰
し
よ

う
と

す
る

姿
勢
に

貫
か

れ

て

い

る

か
ら
、

現
在
の

東

方
正

教
会

よ

り
も

「

キ

リ
ス

ト
の

体
と
し

て

の

教
会
の
一

致
」

の

な
か
に

い

た

ギ

リ
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シ

ア

教
父
の

継

承
者
と

し
て

ふ

さ
わ

し

い

（°
医

ー
x
）

と

い

う
著
者
の

指

摘
は

少
々

ナ

イ
ー

ブ

だ
と
い

う
印

象
が

残
る

し
、

こ

の

「

継
承

者
」

の

議

論
と

「

東

方
予
型

論
」

と
の

関
連

を
理
解

す
る

の

は

か

な

り
困

難
を

伴

う。

ま
た、

ギ
リ

シ

ア
・

力

ト
リ

ッ

ク

の

解
説
に

当
た

る
前
半
部
か

ら
後

 
部
の

「

東
方
予
型

論
」

へ

の

移

行
に

つ

い

て

著
者
は

「

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト

リ
ッ

ク
教
会
に

お

け

る
『
十
字

架
の

啝

体
論
』

」

（ ．
邑

を
意
識
し

て

い

る

と
し
、

そ
の

神

学
を

端
的
に

示
し

て

い

る

も
の

と
し

て
、

聖

体
礼
儀
に

お

い

て

エ

ピ

ク
レ

ー

シ

ス

の

直
前
に

司
祭
が

聖
パ

ン

と

聖
杯
を
も
つ

手
を

十
字
に

交
差
さ
せ

て

捧
持
す
る
仕

草
を

挙
げ
て

い

る
。

こ

れ
が
本

当
に

そ

の

神
学
を
反
映
し
て

い

る

か

と
い

う
こ

と

は

さ
て

お
き
、

こ

の

仕
草
が
、

ハ

ン

ガ

リ
ー

の

ギ

リ

シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク

に

独

自
の

も
の

で

あ
る

な
ら

ば、

こ

の

教
会
の

典
礼

神
学
を
出
発
点
と
し

て
、

東
方
予
型
論
へ

と

議
論

を

展
開
さ
せ

る
と

い

う

著
者
の

ね
ら
い

は

容
易
に

納
得
で

き
る

。

だ
が

、

著
者
自

身
も

紹
介
し
て

い

る

よ

う
に

、

既
述
の

仕
草
は
、

聖
バ

ジ

ル

典
礼

で

も
聖
ク

リ
ュ

ソ

ス

ト
モ

ス

典
礼
に

も
そ

の

指
示
が
明

記
さ

れ

て

い

る
。

と

い

う
こ

と
は
、

ビ

ザ
ン

テ

ィ

ン

典
札
の

代
表
た

る
両

典
礼
を

使
用

す
る

（

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト

リ
ッ

ク
よ

り
も
初
代
ギ

リ

シ

ア

教
父
の

継
承
性
が

薄

い

と
著

者
が

判
断
す
る）

東
方
ギ

リ

シ

ア

正

教
会
に

お
い

て

も
典
礼
上
の

慣
例
と
な
っ

て

い

る
の

で

あ

る
。

要
す
る

に
、

著
者
の

い

う
「

十

字
架
の

聖
体
論
」

は
、

ギ

リ
シ

ア
・

カ

ト

リ
ッ

ク

独
自
の

神
学
で

は

な

く
、

ビ

ザ

ン

テ

ィ

ン

典

礼
を

実
践

す
る

東
方
典
礼
教
会
全

体
に

共

通
の

神
学
と

い

う

こ

と

に

な
ろ

う
。

ハ

ン

ガ
リ

ー

の

ギ
リ
シ

ア
・

カ

ト
リ
ッ

ク

は

そ
の
一

例

に

過
ぎ

な
い

。

そ

う
で

あ
れ

ば
、

「

十
宇
架
の

聖
体

論
」

を

基
盤
と

し
た

東
方
予
型
論
へ

の

移
行
の

た
め

に

東
方
ギ
リ

シ

ア

正

教
会
で

は

な
く、

こ

と

さ
ら
ギ
リ

シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク

の

み
か
ら

出
発
さ
せ
よ

う
と

す
る

著
者

の

論
の

展
開
の

仕
方
は
あ
ま

り
説
得
的
と
は一．
亭
え

な
い

だ
ろ

う
。

　
こ

う
し
た

疑
問
は
残
る

も
の

の
、

や

は

り、

関

連
諸
学
会
に
お

け
る

本

書
が

果
た
し

た

貢
献
の

大
き

さ
は

断
固

強
調
さ
れ
ね
ば

な
ら

な
い
。

先
に

も
述
べ

た
よ

う
に
、

ハ

ン

ガ

リ
ー

の

ギ
リ

シ

ア
・

カ

ト
リ

ッ

ク
と
い

う
我

が

国
で

は
ま
っ

た

く
知
ら
れ

て

い

な
い

キ

リ
ス

ト

教
共
同

体
の

歴

史
と

現

況
を
紹

介
し
て

く
れ
た

と
い

う
こ

と
自

体
、

大
変．
な
貢
献
で

あ
る
．

東
方

キ

リ
ス

ト
教
、

と

く
に

東
方

ギ
リ
シ

ア

正

教
の

歴

史、

神
学、

霊
性
に

係

る

著
書
は

、

こ

こ

数
十

年
の

問
に
、

一

般
向
け
の

も
の

も

含
め
、

我
が

国

で

も
か
な
り

普
及
し
て

い

る

し、

一

九
九
八

年
以

来、

本

邦
唯
一

の

東
方

キ

リ
ス

ト
教

専
門
の

学
術
雑

誌
『

エ

イ
コ

ー

ン
』

を

発
行
し
て

い

る
「

東

方
キ
ー
ー

ス

ト

教
学
会
」

も
地

道
に

活
動
を

続
け
て

い

る
。

著
者
の

秋
山

氏

の

論
文
も、

す
で

に
同
雑
誌
の

第
二

号
か
ら

し
ば

し
ば

登

場
し、

そ
の

ほ

と
ん

ど

が
本

書
で

用
い

ら
れ
た

初
出
論
文
と

な
っ

て

い

る
。

と
こ

ろ

が
、

「

東
方
（
典

礼）

カ

ト
リ

ッ

ク

教
会
」

と

呼
ば

れ

る

教
会
共
同

休
の

歴

史

や

思
想
を
扱
っ

た

著
書
は
ほ

と
ん

ど

存
在
し

な
い

。

ま
し
て
、

帰
一

教

会

の

中
で

も
「

ギ
リ

シ

ア
・

力

ト

リ

ッ

ク
」

の

ハ

ン

ガ

リ
ー

国
内
に
お

け
る

実
態
に

注
目
し
た

研
究
は

、

本
書
が
初
め

て

で

あ
る

、

そ
の

意
味
で

、

本

書
は
、

我
が

国
の

東
方
キ
リ
ス

ト

教
研
究
の

深
化
と

発
展
に

絶
大
な

貢
献

を

な
す
画
期

的
、

記
念
的
な

業
績
と．
言

え
る
。

そ
れ
と

同
時
に、

後
半
部

で

展
開
さ
れ
る

宗
教
思
想
の

東
西

比
較

研
究
は
、

宗
教
学
と

り
わ

け
比

較

宗
教
学
の

分
野
に

新
た

な
知

見
を

も
た

ら
し
た

。

キ

リ
ス

ト

教
思

想
、

と

く
に

教
父
神
学
や

東
方
神
学
に

対
す
る

著

者
の

鋭
い

文
献
学
的
知
見
と

東

洋
思
想
に

対

す
る

精
力
的
な

探
究

姿
勢
を

供
え
た

著
者

、

秋
山
氏
の

活
躍

は

今
後
ま
す
ま
す

注
目

さ
れ、

期

待
さ
れ
る
も
の

と

確
信
し
て

い

る
。
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